
オーケストレータ
Go to Cloudのハードルをゼロに

サービス概要
・弊社ではパブリッククラウドの導入を支援するオーケストレーターのソリューションを提供しています。
・“高度なクラウドスキル不要”、“短期間”でパブリッククラウド上にインフラ環境を構築し、効率的なシステム運用に貢献します。

特長
”Template” 、 ”Blueprint” 、 ”Environment” の機能群により、クラウドでのインフラ環境構築における
設計・構築から運用までの業務プロセスをトータルにサポートします。

Orchestrator

▶マルチクラウド（AWS/Azure/GCP）へ対応
▶システムインフラを直観的設計・可視化
▶システムデザインパターンのテンプレート提供
▶インフラ環境を自動構築
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Template

▶プリセットテンプレート選択により簡単・スピーディに設計完了
▶テンプレートのカスタマイズにより自分の好きな構成の環境構築も可能

▶デプロイ実行がOne-Clickで可能、手順書作成・検証が不要
▶Terraform/Ansibleと連携して構築した環境も構成情報の一元管理が可能

▶構成情報吸い上げ/可視化/運用操作により構築済み既存環境のオーケストレーションが可能
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❸その他（手動構築等）

Template Blueprint Environment

Template

Blueprint

Environment



2022.06
VS 1.3

URL:https://www.nttcom.co.jp/

「SmartCloud オーケストレータ」の詳細はWEBで

※「SmartCloud（スマートクラウド）」、「SmartCloud」ロゴは、NTTコムウェア株式会社の登録商標です。
※Ansibleは、米国およびその他の国において登録されたRed Hat, Inc.の商標です。 
※AWSは、米国その他の諸国における、Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標です。 
※Azureは、米国Microsoft及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
※Google Cloud、 GCPは、Google及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。

※HashiCorp、Terraformは、HashiCorp, Inc.の米国およびその他の国における商標または
　登録商標です。
※MSActivatorは、UBIQUBE SOLUTIONSの商標または登録商標です。 
※その他、記載されている会社名、製品名、サービス名は各社の商標または登録商標です。
※製品およびサービスの内容は、予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

NTTコムウェア オーケストレータ 検索

テンプレートは“各クラウド基盤毎のプリセット”, “自由なカスタマイズ＆新規作成” により、簡単・スピーディに
バリエーション豊かな構成の設計を可能にします。

Blueprintは”One-Clickで繰り返し可能なデプロイ”、”Terraform/Ansibleファイルの取込・実行”
により、構築手順書の作成・検証の稼働削減や、一元的な構成管理を可能にします。

Environment※は”クラウド上の構成情報を吸い上げ・可視化”し”同一UIからの一元的な運用操作“
により、クラウド上の構築済みの既存環境に対するオーケストレーションを可能にします。
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テンプレートのカスタマイズをすることで、より多くの
バリエーション・自分の好きな構成の環境構築も可能！

各クラウドのパラメータは自動で推奨値が設定されるため、
細かなクラウド仕様を把握してなくても設計できる！

予め用意されたクラウド基盤毎のテンプレートから目的/要件に
応じた構成を選ぶだけでシステム構成設計が簡単・スピーディに完了！
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パブリッククラウドサービス
ごとにシングル/冗長など同条件

相当のテンプレートが用意
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各クラウド基盤のプリセットテンプレート
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ユーザが作成済みのTerraform/Ansibleのファイルをオーケストレータに取込・実行ができる
ため、既設の構築済環境での利用やOSレイヤ以上の設定も一元的に管理可能！

ドライラン(パラメータ事前チェック)/デプロイはワンクリック実行＆デプロイ後に修正・再実行
できるため、煩雑な構築手順書の作成や検証の手間が省ける！
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One-Click&何度も繰り返し可能なデプロイ Terraform/Ansibleファイルの取込・実行が可能
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各コンポーネントのサーバ再起動などのコマンド実行ができ、構築済み既存環境の一元操作が可能！構築済みの既存環境の構成情報を吸い上げ・可視化し、構成情報を統一のUIで視覚的に把握することが可能！
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各クラウドサービス
ポータル画面の場合
●コンポーネントごとに画面確認が必要
●表形式のため関連性が分かりにくいGCPAzure
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オーケストレータ

クラウド環境上の構成情報を吸い上げ・可視化 吸い上げた環境に対する運用操作が可能
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特長① ： ”Template”

特長② ： ”Blueprint” 

特長③ ： ”Environment” 


